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毎週火曜日の整形外科外来は
同志社大学

スポーツ健康科学部教授  北條 達也先生が
診察を担当されています

毎週火曜日の整形外科外来は
同志社大学

スポーツ健康科学部教授  北條 達也先生が
診察を担当されています

　
◆
７
月
２
日
◆
第
67
回
全

日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
◆

於
・ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
・
ウ
イ
ン
ク
体
育

館
（
兵
庫
県
）◆
創
部
史
上
初
め
て
形
と
組

手
で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
た
。
全
日

本
制
覇
だ
け
を
目
指
し
挑
ん
だ
今
大
会
。

世
界
レ
ベ
ル
で
戦
う
大
内
と
釡
は
、
他

選
手
に
圧
倒
的
な
実
力
差
を
見
せ
つ

け
、
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
。
大

内
は
迫
真
の
形
を
打
ち
切
り
連

覇
を
達
成
。
釡
も
終
了
間
際
に
同
点

に
追
い
つ
か
れ
た
が
、
先
制
点
の
優
勢

に
よ
り
悲
願
の
初
優
勝
を
決
め
た
。

２
人
は
世
界
王
者
の
景
色
を
見

る
べ
く
鍛
錬
し
突
き

進
む
。

形形形

王
者
釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡釡 空手道部 頂

登
り
詰
め
た

創部史上初の快挙達成

組
手
組
手
組
手

（かま・つばさ）
２００３年 12 月 28 日生ま
れ。香川県・高松中央高校
出身。１６９㌢。スポーツ
健康科学部２年。

（おおうち・みりさ）
２００２年１月 11 日生ま
れ。山梨県・日本航空高校
出身。１６２㌢。スポーツ
健康科学部４年。

◆釡     つばさ

◆大内     美里沙

下
級
生
躍
動
し
個
人
３
位
入
賞

下
級
生
躍
動
し
個
人
３
位
入
賞

下
級
生
躍
動
し
個
人
３
位
入
賞

左・技を繰り出す釡
右・迫真の形を決める大内
左・技を繰り出す釡
右・迫真の形を決める大内

全日本学生選手権

世界大会でメダルを獲得した
左・釡、右・大内（画像・本人提供）
世界大会でメダルを獲得した
左・釡、右・大内（画像・本人提供）

雄大な技と演武で観る者震撼させた

日の丸

制
点
を
獲

得
す
る
と
、
立
て
続
け
に
同
技

を
決
め
３
─
０
と
差
を
つ
け

る
。
主
導
権
を
握
っ
た
ま
ま

時
計
の
針
は
進
む
が
、
残
り
１

分
を
切
る
と
相
手
も
猛
攻
を

見
せ
た
。「
オ
ー
ラ
や
表
情
か

ら
意
地
を
感
じ
た
」（
釜
）。
連

続
し
て
上
段
突
き
を
食
ら
い
、

瞬
く
間
に
同
点
に
追
い
つ
か

れ
る
。
そ
れ
で
も
応
援
を
背

に
奮
起
す
る
と
、
終
了
間
際
に

両
者
が
攻
撃
を
仕
掛
け
、
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
上
段
突
き
が

有
効
に
。
４
─
４
の
同
点
で

３
分
が
経
過
し
た
が
、
先
制
点

の
優
勢
に
よ
っ
て
釜
に
軍
配

が
上
が
っ
た
。

　
「
や
っ
と
学
連
で
勝
て
た
」

（
釜
）。
様
々
な
国
際
大
会
で

結
果
を
残
し
な
が
ら
も
、
国
内

大
会
で
は
結
果
が
出
な
か
っ

た
時
期
を
回
想
。
過
去
の
自

分
に
打
ち
勝
っ
た
悲
願
の
初

優
勝
に
涙
を
流
し
た
。

　
「
み
ん
な
に
憧
れ
て
も
ら
え
る

選
手
に
な
り
た
い
」（
大
内
）。

日
本
一
を
勝
ち
取
り
、
次
な
る

舞
台
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
釜
も
「
一
戦
一
戦
大

事
に
戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
全

身
全
霊
で
空
手
道
に
向
き
合

い
続
け
る
。
２
人
は
こ
の
勝

利
を
追
い
風
に
、
世
界
の
頂
へ

羽
ば
た
く
。�

【
平
沼
栞
】

　
大
内
と
釜
は
満
面
の
笑
み
で

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
た
。
と

も
に
学
生
王
者
に
輝
き
、
目
標

の
「
世
界
一
」
へ
の
通
過
点
に

到
達
し
た
。

　
決
め
技
と
と
も
に
気
迫
の
声

が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。
完
成

度
を
30
点
満
点
で
競
う
中
、
連

覇
の
懸
か
っ
た
大
内
が
決
勝
戦

で
選
択
し
た
の
は
世
界
最
高

難
易
度
の
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク

ー
サ
ン
ク
ー
。「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
感
じ
て
い
な
い
。
決
勝
の
舞

台
を
思
い
切
り
楽
し
も
う
」（
大

内
）と
持
ち
味
の
表
現
力
で
り

り
し
く
立
ち
振
る
舞
う
。
国
際

大
会
を
含
め
７
連
戦
の
集
大
成

だ
っ
た
が
、
そ
の
所
作
は
異
彩

を
放
っ
て
い
た
。

　
指
先
か
ら
爪
先
ま
で
洗
礼
さ

れ
た
し
な
や
か
な
動
き
。
静
寂

の
中
で
優
美
さ
が
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
と
、
今
度
は
相
手
を
想

像
さ
せ
る
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク

な
技
を
正
確
に
決
め
る
。
観
客

が
感
嘆
の
声
を
漏
ら
す
ほ
ど
完

璧
で
、
気
迫
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
慶
大

の
山
田
も
風
格
あ
る
形
を
打
ち

切
る
。
両
者
迫
真
の
演
武
を

終
え
、
大
内
の
得
点
は
山
田
の

27
・
40
点
を
上
回
る
28
・
20
点
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
制
し
、

堂
々
た
る
全
日
本
連
覇
を
果
た

し
た
。

　

組
手
は
熱
い
視
線
が
注
が

れ
る
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
優

勝
を
懸
け
た
激
戦
が
始
ま
っ

た
。
対
峙（
た
い
じ
）す
る
の
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
し
の
ぎ

を
削
る
小
堂（
京
産
大
）。
ス
ピ

ー
ド
重
視
の
戦
術
へ
の
順
応
が

勝
負
の
鍵
を
握
っ
た
。

　
開
始
直
後
、
上
段
突
き
で
先

激
闘
の
末
に

歴
史
を
刻
む

　大内と釜の活躍は日本国内にと
どまらない。大内はKARATE１シ
リーズAのアテネ（ギリシャ）、コン
ヤ（トルコ）大会を制覇し、カナダで
も準優勝。釜も同シリーズのアテネ

で栄冠を手にするなど世界を舞台に
挑み続けている。
　「１つ１つ自分のベストを持って挑ま
なければならない」（大内）と他国の選
手に負けないパワーと独自の世界観に
入り込む演武で連戦を勝ち抜いた。
　一方の釜はアテネ大会が海外初挑

戦。「海外選手は蹴り技が得意なので、
防御の練習をした」（釜）と成果を存分
に発揮し、華々しい結果を残した。
　２人は今後も海外での大会を数多
く控えている。日本を飛び出し、屈
強なライバルたちに力強い日本の形
と組手を見せつけろ。

　男女そろって
形競技で全日本
３位に輝いた。
　「同志社大学
の代表として、自
覚を持って戦え
た」（渡邊・社２）。
強豪校が集う中、
第１R（ラウン
ド）を難なく首位
で突破。続く第
２Rでは高難度
のスーパーリン
ペイを選択する
と、己と向き合い
力強い雰囲気を
醸し出した。
　一方の菊池
（文情２）は納得
のいく技を追い
求めた。「試合前

のアップから
コートで演武す
るまでの全てを
楽しめた」（菊池）
と持ち前のキレ
とスピードを遺
憾なく発揮。他
大学の強敵にも
引けを取らない
完成度の高い
演武を見せつけ
た。
　全国の舞台
で確固たる実力
を示した若き才
能。２人で「表
彰台の１番上」
を目指し、次世
代の中心を担う
存在へと開花せ
よ。

武
の
独
壇
場

◆女子個人形競技決勝戦◆

②
① 28.20

27.40

形　名

慶　大
同志社
大学名 得点

大内美里沙
山田和花

選手名
チャタンヤラ・クーサンクー
パープーレン

順

◆女子個人組手競技トーナメント表◆

岡
崎（
近
　大
）
　

藤
田（
近
　大
）
　

岡
田 （

同
志
社
）

（
同
志
社
）

尾
ノ
井（
山
梨
学
院
大
）

佐
藤（
帝
京
大
）

小
堂（
京
産
大
）

池
田（
京
産
大
）

釡
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順 大学名
①
②
③

同志社

⑥
⑤
④

大商大

桃山学院大
龍谷大

芦屋大
関学大

敗勝
５

０

３
１４
０

４１
３２
２

５

◆リーグ戦順位表◆

14 年ぶりに栄冠もたらした

二冠達成した
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　◆６月 25 日◆第 62 回関西学生春季リーグ戦◆第
10 週◆対京産大◆於・キョーイチボウル宇治（京都府）ボウリング部

順 大学名
①
②
③

同志社

④

京産大

近　大
京　大

勝点
９

総得点
31772

９
６
４

◆春季リーグ戦順位表◆

26642
31125
27002

山
村ボクシング部

試合 対戦相手
愛知学院大
九産大

関学大
熊本学園大

スコア
３ ０

◆男子部西カレ戦績◆

準決勝
３回戦

○
○
○
●

２ １
２ ０
０ ２

２回戦
１回戦

タイム種目
◆藤本個人成績◆

100㍍バタフライ
200㍍バタフライ

0 59.46：
2 10.00：

対東日本国際大
先鋒
中堅
大将

江上
名和田
家本

対広島大
△

△
○

◆女子２部リーグ戦績◆

先鋒
中堅
大将

江上
名和田
家本

●

●
●

　
◆
７
月
28
〜
30
日
◆

第
97
回
関
西
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
◆

於
・
秋
葉
山
公
園
県
民

水
泳
場
（
和
歌
山
県
）

バタフライを泳ぐ藤本
【切り込み写真】

笑顔で手を振る

バタフライを泳ぐ藤本
【切り込み写真】

笑顔で手を振る

ボールを打ち返す沼尾ボールを打ち返す沼尾

柔道部柔道部柔道部

   （ぬまお・けんいち）
２００２年８月 15 日生
まれ。栃木県・宇都宮
短 期 大 学附 属高 校出
身。ポジションは後衛。
１６５㌢・59 ㌔。文化
情報学部３年。

沼尾憲一

水
泳
部

水
泳
部

（ふじもと・やすき）
２００４年 12 月 17 日
生まれ。大阪府・四条畷
学園高校出身。種目はバ
タフライ。１５８㌢。ス
ポーツ健康科学部１年。

藤
本
穏

執念燃やし執念燃やし執念燃やし　◆６月 24・25 日◆２０２
３年度全日本学生柔道優勝大
会◆於・日本武道館（東京都）

二
本
柱
Ｗ
受
賞

二
本
柱
Ｗ
受
賞

二
本
柱
Ｗ
受
賞

　
◆
７
月
15
日
◆
令
和
５
年
度
西
日

本
大
学
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
◆
男
子
の
部
◆
於
・
長
浜
市
民

庭
球
場
（
滋
賀
県
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　冠達成　冠達成　冠達成２２２
底
力  

表
彰
台

底
力  

表
彰
台

でで

ＶＶ
組

関
西
完
全

関
西
完
全

◇山村剣晋
（やまむら・けんしん）

２００１年６月 11 日生まれ。
兵庫県・芦屋学園高校出身。ライ

ト級。１７７㌢・67 ㌔。スポーツ
健康科学部４年。

好敵手に打ち勝ち無傷５連勝

難敵相手に完敗難敵相手に完敗
　
◆
８
月
26
日
◆
第
77
回
全

日
本
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
王
座

決
定
戦
◆
対
東
洋
大
◆
於
・

東
和
薬
品
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ

ド
ー
ム
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
（
大

阪
府
）

◆
５
月
７
日

～
７
月
16
日
◆
第
76
回

関
西
学
生
ボ
ク
シ
ン
グ

リ
ー
グ
戦
◆
於
・
関
西
大
学
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
凱
風
館（
大
阪
府
）他
◆

リ
ー
グ
戦
全
勝
で
14
年
ぶ
り
２
度
目
の
関

西
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
昨
年
の
リ
ー
グ

３
位
か
ら
捲
土（
け
ん
ど
）重
来
を
期
し
開

幕
か
ら
３
連
勝
。
波
に
乗
っ
た
チ
ー
ム
は
、

４
戦
目
に
昨
年
の
王
者
大
商
大
と
無
敗
同

士
の
直
接
対
決
を
迎
え
る
。
事
実
上
の
優

勝
決
定
戦
と
な
っ
た
こ
の
試
合
を
６
―
３

で
勝
利
し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
歴
史
を
動

か
し
た
。
来
年
は
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ

連
覇
を
目
指
す
。

　
３
位
と
い
う
不
本
意
な
順
位
に
終
わ
っ

た
昨
年
の
リ
ー
グ
戦
。「
去
年
は
慢
心
が

あ
っ
た
。
今
年
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

追
い
込
ん
で
い
く
」（
山
村
）と
頂
点
を
目

指
し
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
き
た
。
初
戦

か
ら
順
調
に
勝
ち
星
を
重
ね
、
３
戦
目
で

ラ
イ
バ
ル
関
学
大
を
撃
破
。
そ
し
て
昨
年

王
者
大
商
大
と
の
一
戦
を
迎
え
る
。
無
敗

同
士
の
直
接
対
決
は
事
実
上
の
優
勝
決
定

戦
と
な
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
に
開

始
の
ゴ
ン
グ
が
鳴
り
響
い
た
。

　
ミ
ニ
マ
ム
級
の
坂
本（
法
１
）が
不
戦
勝

と
な
り
、
先
陣
を
切
っ
た
フ
ラ
イ
級
の
定

廣（
ス
ポ
１
）も
判
定
勝
ち
で
２
連
勝
。
し

か
し
バ
ン
タ
ム
級
の
芥
川（
経
３
）と
フ
ェ

ザ
ー
級
の
細
川（
ス
ポ
２
）が
共
に
Ａ
Ｂ
Ｄ

（
棄
権
）負
け
で
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
山
村
が

リ
ン
グ
に
上
が
る
。「
周
り
の
声
援
が（
テ

ン
シ
ョ
ン
を
）上
げ
て
く
れ
た
」（
山
村
）。

第
１
Ｒ（
ラ
ウ
ン
ド
）、
互
い
に
出
方
を
う

か
が
う
慎
重
な
立
ち
上
が
り
。
そ
の
後
は

時
折
パ
ン
チ
を
交
換
す
る
が
、
膠
着（
こ
う

ち
ゃ
く
）状
態
と
な
る
。
し
か
し
終
了
間

際
、相
手
が
１
歩
下
が
っ
た
隙
を
見
逃
さ
ず

拳
に
誓
う

激
闘
制
す

猛
然
と

前
へ
。
執
拗（
し

つ
よ
う
）に
追
い
回
し
、

攻
め
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
第
２
Ｒ
以
降

は
激
し
く
打
ち
合
う
場

面
も
あ
っ
た
が
、
決
定

打
を
与
え
ら
れ
な
い
ま

ま
終
了
の
ゴ
ン
グ
が

鳴
る
。
判
定
は
２
―

１
で
山
村
に
軍
配
が
上

が
り
、
主
将
の
意
地
の

１
勝
で
チ
ー
ム

は
再
び
息
を

吹
き
返
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ウ

エ
ル
タ
ー
級

の
森
島（
文
情

２
）も
判
定
勝
ち
を

奪
っ
て
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
王
手
を
か
け

た
同
志
社
は
ウ
エ
ル
タ
ー
級
の
四
宮（
ス
ポ

３
）が
仲
間
の
声
援
を
拳
に
込
め
た
。
第

１
Ｒ
、
左
右
の
強
打
を
顔
面
に
浴
び
せ

コ
ー
ナ
ー
に
追
い
詰
め
る
。
し
か
し
、
第

２
Ｒ
は
接
近
戦
に
よ
る
打
ち
合
い
に
。
最

終
Ｒ
、
激
し
い
攻
撃
に
耐
え
な
が
ら
力
の

限
り
パ
ン
チ
を
繰
り
出
す
。
静
寂
の
中
、

レ
フ
ェ
リ
ー
が
四
宮
の
右
手
を
高
々
と
あ

げ
た
瞬
間
に
勝
利
が
決
ま
り
、
リ
ン
グ
サ

イ
ド
は
歓
喜
に
包
ま
れ
た
。
残
る
２
人
も

粘
り
強
く
戦
い
、
最
終
結
果
６
―
３
で
大

商
大
を
下
し
た
。

　
リ
ー
グ
戦
全
勝
で
関
西
王
者
と
な
っ
た

選
手
た
ち
。「
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
く
れ
て

感
謝
し
て
も
し
切
れ
な
い
」
と
２
カ
月
半

に
わ
た
る
激
戦
を
山
村
は
笑
顔
で
振
り
返

る
。
14
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠
を
手
に

し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
歴
史
に
新
た
な
１

ペ
ー
ジ
が
加
わ
っ
た
。
来
年
は
連
覇
を
成

し
遂
げ
、
さ
ら
に
歴
史
を
塗
り
替
え
ろ
。

�

【
河
場
真
世
】

勇
往
邁
進

　

関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
で

数
々
の
強
敵
を
倒
し
、
全
日

本
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
王
座
決

定
戦
へ
と
進
出
し
た
。
し
か

し
強
敵
東
洋
大
に
０
―
11
で

完
敗
。
圧
倒
的
な
力
の
差
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

　
各
階
級
で
緊
張
感
の
走
る

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も

の
の
、
多
数
の
日
本
ラ
ン

カ
ー
に
対
し
劣
勢
へ
と
追
い

込
ま
れ
る
。
そ
れ
で
も
、「
３

Ｒ
を
し
っ
か
り
取
り
切
る
試

合
展
開
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」（
山
岸
・
商
４
）と
１
Ｒ
、

２
Ｒ
と
も
に
実
力
を
発
揮

し
、
ラ
イ
バ
ル
の
顔
面
に
パ

ン
チ
を
繰
り
出
し
た
。
だ
が

３
Ｒ
で
攻
撃
力
の
増
し
た
黒

部（
東
洋
大
）に
必
死
に
食
ら

い
つ
く
も
、
守
り
の
姿
勢
が

目
立
つ
。
一
進
一
退
の
末
、

判
定
は
ジ
ャ
ッ
ジ
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
赤
コ
ー

ナ
ー
黒
部
の
手
が
あ
が
る
と

山
岸
は
肩
を
落
と
し
た
。

　
「
後
輩
た
ち
が
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
自
分
も
気
持

ち
が
入
っ
た
の
が
良
か
っ

た
」（
山
岸
）。
来
年
も
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
む
べ

く
、
彼
ら
の
戦
い
は
終
わ
ら

な
い
。

　
「
準
備
不
足
の
中
で
も
、
底
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
結
果
を
残
せ

た
」（
藤
久・経
４
）。
５
月
に
行
わ
れ
た

団
体
戦
で
の
関
西
制
覇
に
続
き
、
快
進

撃
は
止
ま
ら
な
い
。
３
番
勝
負
の
今
大

会
で
着
々
と
駒
を
進
め
、
ベ
ス
ト
４
入

り
を
決
め
た
。

　
準
決
勝
で
は
強
豪
関
学
大
と
対
戦
し

た
。
３
回
戦
の
対
熊
本
学
園
大
戦
で

は
付
け
入
る
隙
を
与
え
な
か
っ
た
長

根（
ス
ポ
１
）・
沼
尾
ペ
ア
が
果
敢
に

攻
め
込
む
も
、
リ
ズ
ム
を
崩
さ
れ
２

―
４
で
敗
北
。
藤
久
・
松
本（
商
１
）

ペ
ア
は
後
が
な
い
状
況
に
立
た
さ
れ

た
。
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の
攻
防
が

続
き
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
は
ど
ち

ら
も
主
導
権
を
握
れ
ず
デ
ュ
ー
ス
に

突
入
。
粘
り
強
く
ス
ト
ロ
ー
ク
を
打

ち
続
け
る
も
、
最
後
ま
で
流
れ
を
つ

か
み
切
れ
な
い
。
惜
し
く
も
あ
と
一

歩
及
ば
ず
、
３
―
４
で
黒
星
を
喫
し

た
。

　
実
力
者
が
集
う
西
日
本
で
、
決
勝

進
出
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
３
位
と
結

果
を
残
し
た
。
連
日
の
雨
で
思
う
よ

う
に
練
習
が
で
き
な
い
中
、
勝
ち

取
っ
た
表
彰
台
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
万
全
で
な
く
と
も
、
戦
い
抜
く
強

さ
を
証
明
し
た
。「
後
悔
の
な
い
テ
ニ

ス
を
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
」

（
沼
尾
）。
１
つ
１
つ
確
実
な
一
打
を

放
ち
、頂
点
へ
歩
み
を
進
め
る
。

　激闘を繰り広げた春季
リーグ戦で男子部が頂点
をつかみ取った。
　暫定２位で臨んだ宿敵
京産大との頂上決戦。「全
勝する気持ちで戦いたい」
（新舎・スポ４）。第１、第
２ゲームは全員が好投し、

ポイントを稼ぐ。第３ゲー
ムこそ惜しくも京産大に
ゲームを許す形となった
が、２─１で勝ち点を獲
得。トータルスコアが
３１７７２ピンとなり、１
位に輝いた。またおのお
のが好成績を収め、個人

賞も独占。特にルーキー
熊（スポ１）、菅原（商１）
の活躍が光り、咋秋の雪
辱を果たした。「後輩の活
躍もあったから、うまく
実力が発揮できた」（斉藤・
スポ３）と喜びをかみ締め
た。

　秋季リーグ戦、そして
全日本大学選手権では無
敗優勝を目指し、気迫の
投球を見せろ。

　関西２位で全国大会へ駒
を進めた女子団体。部員数
が少ない中、２部で３位入
賞を果たした。
　初戦、２回戦を難なく勝
ち進み、迎えた３回戦。入
賞を懸けた試合は東日本国
際大と対戦した。先鋒の江
上（政策２）と大将の家本（経
２）が引き分けだったが、中
堅の名和田（経４）が内股す
かしで一本を取り勝利。１
─０で準決勝へと勝ち上
がった。だが、強豪広島大
に対しては技をかける隙が
見つからない。最後まで果
敢に攻めるも３人連続で一
本負けを喫し、決勝進出を
逃した。
　今試合をもって引退と
なった名和田は「最後にい
いチームでいい結果を残せ
てよかった」と笑顔で締めく
くった。今後も技に磨きを
かけ、畳の上で輝く姿を披
露する。

　
藤
本
が
ル
ー
キ
ー
な

が
ら
も
強
敵
を
寄
せ
付

け
な
い
泳
ぎ
を
見
せ

た
。
自
己
ベ
ス
ト
更
新

と
個
人
種
目
１
位
を
目

標
に
挑
ん
だ
今
大
会
。

関
西
の
強
豪
が
ひ
し
め

く
中
、
期
待
の
新
人
が

個
人
種
目
の
２
０
０
㍍

と
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ

イ
で
ダ
ブ
ル
制
覇
を
成

し
遂
げ
た
。

　
初
日
に
実
施
さ
れ
た

２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ

イ
。
藤
本
は
レ
ー
ス
序

盤
か
ら
圧
倒
的
な
速
さ

で
、
最
初
の
折
り
返
し

地
点
の
50
㍍
を
１
位
で

通
過
し
た
。
リ
ー
ド
を

保
ち
な
が
ら
徐
々
に
後

続
を
突
き
放
し
、
２
位

の
泳
者
に
６
秒
以
上
の

大
差
を
つ
け
て
ゴ
ー

ル
。「
最
低
ラ
イ
ン
で
は

泳
げ
た
が
、
も
う
少
し

タ
イ
ム
を
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
」。
優
勝

す
る
も
、
自
己
ベ
ス
ト

の
更
新
に
は
届
か
ず
、

悔
い
を
残
し
た
。

　
前
日
の
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
い
臨
ん
だ
２
日
目
の

１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ

イ
。
悔
し
さ
が
藤
本
の

心
に
火
を
付
け
る
。
通

常
は
後
半
加
速
型
だ

が
、
今
レ
ー
ス
で
は
前

半
加
速
型
で
泳
ぐ
戦
法

を
取
っ
た
。
作
戦
通
り

ス
タ
ー
ト
か
ら
頭
１
つ

分
抜
け
出
す
と
、
後
半

も
勢
い
を
弱
め
る
こ
と

な
く
ゴ
ー
ル
ま
で
逃
げ

切
り
２
冠
を
達
成
。「
ス

ピ
ー
ド
系
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
特
に
強
化
し
て

い
た
の
で
前
半
か
ら
加

速
し
よ
う
と
思
っ
た
」。

練
習
の
成
果
が
功
を
奏

し
、
自
己
ベ
ス
ト
を
０

秒
04
更
新
。
約
２
年
ぶ

り
に
自
身
の
記
録
を
超

え
、
歓
喜
の
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
見
せ
た
。

　
全
国
の
舞
台
で
も
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る

べ
く
肉
体
強
化
に
力
を

入
れ
る
。
さ
ら
に
た
く

ま
し
く
な
っ
た
姿
で
新

女
王
に
名
乗
り
出
ろ
。

　期待のルーキーと頼れる主将がそれぞ
れ２冠を達成した。
　定廣は３試合に出場し、全試合を勝利
で飾った。第１週目の対芦屋大戦では４
年生と対峙（たいじ）するも距離設定やス
テップワーク、体力維持など多くの局面
で上回り快勝。１年生ながらも威厳を示
した。その後、階級を上げたフライ級に
も出場し、ここでも巧みな攻撃がさえ渡
る。大きな選手にもテクニックで圧倒す
る戦いぶりが評価され、ミニマム級階級

賞と技能賞を獲得した。
　一方の山村も全勝を収め、３年半に及
ぶけがから完全復活。最も存在感を示し
たのは対桃山学院大戦だった。序盤から
敵をコーナー側へと追い詰める。勢いそ
のまま３R後半で試合を決定づける左
フックを顔面に放ちダウンを奪った。以
降の２戦も勝ち切り、安定感のある強さ
から最優秀選手賞とライト級階級賞を受
賞。２人の活躍が14年ぶりのリーグ優勝
へと導いた。

真剣な表情を見せる山村
【切り込み写真】
笑みを浮かべる
ボクシング部一同
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レ
イ
ア
ウ
ト
　
藤
田
　
桃
江



◆佐藤優衣◆佐藤優衣

◆女子１部Dブロック順位表◆

①環太平洋大
同志社
近　大
東海学園大

②

④
③

大学名順 勝
３
１
０

０
１
２
２
３

敗

◆佐藤優衣
（さとう・ゆい）
２００１年12月３日生
まれ。愛知県・名古屋
経済大学市邨高校出身。
ポジションはＲＷ。
１５８㌢。スポーツ健
康科学部4年。

　
◆
７
月
２
日
◆
令

和
５
年
度
西
日
本
学
生
レ

ス
リ
ン
グ
新
人
選
手
権
大

会
◆
於
・
堺
市
金
岡
公
園

体
育
館（
大
阪
府
）◆
男
子

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
57
㌔
級

に
出
場
し
た
安
渡
が
優
勝

を
果
た
し
た
。
４
月
に
行

わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
は
右
腕

の
け
が
に
よ
り
欠
場
。
今

大
会
は
個
人
戦
の
初
陣
と

な
っ
た
。
２
回
戦
か
ら
準

決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち
進

み
、
迎
え
た
決
勝
戦
。
１ 

  

分
過
ぎ
に
４
ポ
イ
ン
ト
獲

得
の
大
技
を
決
め
先
制
す

る
。
そ
の
後
も
巧
み
な
組

み
手
で
主
導
権
を
握
り
、

無
失
点
の
判
定
勝
ち
で
栄

冠
を
つ
か
ん
だ
。
好
調
な

滑
り
出
し
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
大
学
レ
ス
リ
ン
グ

の
始
ま
り
に
過
ぎ
な
い
。

今
後
の
大
会
で
も
輝
き
続

け
、勝
利
を
刻
ん
で
い
く
。 完勝完勝有言実行で有言実行で安

渡
レスリング部若

き
才
能
実
力
示
し
たタックルする安渡タックルする安渡

【切り込み写真】【切り込み写真】
攻撃のチャンスを攻撃のチャンスを
うかがううかがう

バットを振り抜く中村豊バットを振り抜く中村豊

◆ＦＳ57㌔級戦績◆
試合相手 大学名 結果
２Ｒ
３Ｒ
準決勝
決勝

東
半田
秋山
二宮

日本文理大
九州共立大
九州共立大
日本文理大

12－２
11－３
12－０
８－０

Ｔフォール勝ちとは
　「テクニカルフォール勝ち」の略
称で、勝敗決定方式の１つ。本来
は３分×２ピリオドで行われるが、
対戦相手に10点差以上をつけた時
点でＴフォール勝ちが成立する。
また、残り時間に関係なく、試合終
了となる。

（あんど・しょう）
２００５年３月４日生
まれ。山口県立豊浦高校
出身。フリースタイル
57 ㌔級。１７２㌢・
60 ㌔。理工学部

１年。

◆安渡翔
　
「
目
標
は
新
人
戦
優
勝
」。
そ

の
言
葉
通
り
、
男
子
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
57
㌔
級
で
頂
点
に
立
っ

た
。「
初
戦
は
緊
張
で
め
っ
ち
ゃ

硬
か
っ
た
け
ど
、
調
子
を
上
げ

ら
れ
て
決
勝
戦
で
い
い
動
き
が 

  

で
き
た
」。
デ
ビ
ュ
ー
戦
か

ら
イ
ン
カ
レ
ベ
ス
ト
16
で
敗
れ

る
ま
で
の
11
試
合
で
無
敗
記
録

を
継
続
で
き
た
の
は
日
々
の
努 

　

 

力
の
た
ま
も
の
だ
。
５
月 

 

の
リ
ー
グ
戦
で
出
た
課
題
点

を
修
正
す
べ
く
、
得
意
の
攻
め

技
だ
け
で
な
く
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
重
点
的
に
練
習
。
そ
の
か
い

あ
り
準
決
勝
、
決
勝
は
と
も
に

無
失
点
に
抑
え
た
。

　
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
２
回
戦

か
ら
出
場
し
、
順
調
に
駒
を
進

め
た
。
準
決
勝
で
は
九
州
共
立

大
の
秋
山
と
対
戦
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
よ
り
先
制
す
る
も
、
前
半

戦
は
両
者
譲
ら
ぬ
戦
い
を
演

じ
、
追
加
点
を
奪
え
な
い
。
そ

れ
で
も
、
後
半
開
始
直
後
に
片

足
タ
ッ
ク
ル
か
ら
組
み
替
え
て

ア
ン
ク
ル
ホ
ー
ル
ド
で
２
回
転

が
し
、
６
ポ
イ
ン
ト
を
得
る
。

そ
の
後
４
ポ
イ
ン
ト
の
大
技
を

成
功
さ
せ
、
Ｔ
フ
ォ
ー
ル
勝
ち

で
決
勝
戦
を
迎
え
た
。

　
「
点
を
取
っ
た
と
し
て
も
常

に
緊
張
感
を
持
っ
て
試
合
に
挑

ん
だ
」。
準
決
勝
か
ら
15
分
後

に
行
わ
れ
た
最
終
戦
。
疲
れ
を

感
じ
さ
せ
な
い
攻
め
で
、
日
本

文
理
大
の
二
宮
を
終
始
圧
倒
し

た
。
前
半
戦
、
片
足
タ
ッ
ク
ル

を
仕
掛
け
ら
れ
た
が
隙
を
突

き
、
豪
快
に
マ
ッ
ト
へ
倒
す
。

ビ
ッ
グ
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら

れ
４
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る

と
、
そ
の
後
も
巧
み
な
組
み

手
で
主
導
権
を
握
り
試
合
を

活
躍

圧
倒

長い手足武器に長い手足武器に

勝負強さ光った勝負強さ光った

「練習の成果を出せたと思う」「練習の成果を出せたと思う」格
上
に
圧
倒
さ
れ
敗
北

◀
攻
め
る
安
渡

強
い
信
頼
関
係

　◆８月 26・27 日◆令和５
年度全日本学生レスリング
選手権大会◆於・横須賀ア
リーナ（神奈川県）
　全日本学生レスリング選
手権大会で安渡の挑戦はベ
スト16で幕を閉じた。
　全国から名だたる選手が
集まる中、準備万端で試合
に挑んだ。組み合わせによ
り２回戦から登場した安渡
は、初戦で日大の原科と対
戦。前半から強気なタック
ルで２ポイントを先制し、
その後も攻め続けＴフォー
ル勝ちを収めた。続く３回
戦でも危なげなく勝利を挙
げ、ベスト８を懸けた４回
戦。序盤から計６ポイント

のリードを許したが、すか
さず大技を決め４ポイント
を返す。２点ビハインドで
後半戦へもつれ込むも、踏
ん張りが足りず４―11で判
定負けを喫した。
　「４回戦の相手は高校の時
から強く、挑戦のつもりで
挑んだ」（安渡）。挑戦者とし
てでも格上相手に大技が決
まったことは今後の励みと
なったはずだ。次のステー
ジは西日本インカレ。挑戦
心を忘れず、今大会の結果
をばねに表彰台を目指す。

　夏学で優勝を目指した
泉（社２）だったが、個人
３位の成績に終わった。
　学生戦制覇を達成すべ
く臨んだ今大会。障害馬

術の第１走行では、安定
感のある走りで減点０と
前回王者の貫禄を見せ
る。しかし続くジャンプ
オフで障害に入る角度を

見誤り１落下。惜しくも
３位の結果に終わり、目
標としていた連覇とはな
らなかった。
　「人も馬も調子をピー

クに持っていけるように
したい」（泉）。来たる全
学で１年間の成果を発揮
し、満点走行を見せろ。

　周囲の支えが大きな力とな
り、慣れない大舞台で実力を発
揮した。
　同日に社会人選手権大会が行
われたため、コーチ不在で臨ん
だ今大会。普段とは異なる状況
に不安が募る中、上級生が安渡
を支えた。通常はコーチが入る
決勝戦のセコンドにも主将の飯
沼（商４）と高校の先輩である内
田（商２）がつき、終始サポー
ト。「試合前は緊張していたけ

ど、もっと攻めていいよと言わ
れて勇気をもらった」（安渡）。
先輩たちの鼓舞を受けると、積
極的な攻撃で白星をつかんだ。
　また、会場を沸かせた仲間の
声援も勝利の一因だ。「とても力
になった」（安渡）と試合中は励
ます声が飛び交い、相手から流
れを引き寄せた。快進撃を見せ
栄冠をつかんだ安渡。次戦でも
チームメートの応援を力に変
え、さらなる飛躍を遂げる。

ハンドボール部女子ハンドボール部女子

両手を上げて喜ぶ佐藤両手を上げて喜ぶ佐藤

馬術部 　◆７月 16 日◆第 58 回関西学生賞典障害馬術大会・第
58 回関西学生馬場馬術大会◆於・三木ホースランドパー
ク（兵庫県）

◆障害飛越競技順位表◆

①
関　大
同志社

②
③

順 馬匹名 大学名
関　大漆原竜吉

島村空音
泉和華子

カリエーレ
千　　蘭
クアドリフォリオ

選手名

　
２
年
ぶ
り
に
悲
願
の
全
国
大
会
出

場
権
を
つ
か
み
取
っ
た
。
得
失
点
差

で
惜
し
く
も
全
国
の
舞
台
を
逃
し
た

昨
シ
ー
ズ
ン
。
雪
辱
を
果
た
す
べ
く

総
力
戦
で
戦
い
抜
き
、
全
日
本
イ
ン

カ
レ
ベ
ス
ト
８
の
目
標
に
一
歩
近
づ

い
た
。

　
イ
ン
カ
レ
出
場
権
を
懸
け
た
東
海

学
園
大
と
の
一
戦
。「
大
差
で
勝
つ
つ

も
り
が
苦
し
い
展
開
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」（
佐
藤
）。
終
了
の
ホ
イ
ッ

ス
ル
が
鳴
る
瞬
間
ま
で
、
手
に
汗
握

る
互
角
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。
強

み
で
あ
る
層
の
厚
さ
で
勝
負
し
、

ル
ー
キ
ー
篠
原（
ス
ポ
１
）の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
自
陣
に
流
れ
を

呼
び
込
む
。
さ
ら
に
堀（
ス
ポ
３
）の

ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト
で
逆
転
に
成
功

す
る
と
、
そ
の
後
も
敵
を
徹
底
的
に

マ
ー
ク
し
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
相
手

に
付
け
入
る
隙
を
与
え
な
い
。
出
場

メ
ン
バ
ー
全
員
が
最
後
ま
で
躍
動
し

20
―
18
で
勝
利
。
選
手
た
ち
は
満
面

の
笑
み
で
互
い
に
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。

　
「
こ
こ
で
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」（
佐
藤
）。
こ
れ
ま
で
有

言
実
行
を
貫
い
て
き
た
佐
藤
組
。
勢

い
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
目
標
達
成

ま
で
駆
け
抜
け
ろ
。

　
◆
８
月
21
・
22
日
◆
第
３
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
抜
大
会 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ

Ｒ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
２
３ 

◆
於
・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
他

大舞台見据え再加速相撲部相撲部

　西日本体重別大会
で南（商３）が全日本
の切符を手中に収め
た。 
　１００㌔未満級に
シードとして２回戦
から参戦。初戦は危
なげなく寄り切る。
３回戦では激しい攻
防戦を展開し、取り
直しの末、勢いよく
寄り倒し。持ち味の
安定感を披露し連勝
した。 
　迎えた準決勝の相

手は土井（金沢学院
大）。格上だが臆す
る様子はなく、勇猛
果敢に低い姿勢で切
り込む。辛抱強く食
らいつくも、土俵際
に持ち込まれるとあ
えなく押し出され、
敗退となった。それ
でも最終結果は３位
入賞。晴れて全国大
会への出場権を獲得
した。 
　「腹筋や四股など
の基礎を重点的に鍛
えて、全国に挑みた
い 」（南）。 丹 念 に 足
元を固め、次は頂点
の座を狙う。 

　◆７月30日◆第48
回西日本学生相撲個
人体重別選手権大会
◆於・堺市大浜公園
相撲場（大阪府）

◆100 ㌔未満級個人順位表◆
順 選手名
齋藤貴仁
土井敢太

①

③
②
南将一郎

大学名
近　　　大
金沢学院大
同　志　社

軟
式
野
球
部

軟
式
野
球
部

爪痕残した
強豪に１勝挙げ

　

関
西
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
を
勝
ち
上
が
り
、

４
年
ぶ
り
の
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
た
中
村

豊
組
。
16
強
に
入
り
、大

会
を
終
え
た
。

　
１
回
戦
は
一
昨
年
全

国
準
優
勝
の
桐
蔭
横
浜

大
と
対
戦
。
先
発
成
尾

（
ス
ポ
２
）
が
７
回
２
失 

 

点
と
力
投
す
る
と
唐
木

（
政
策
２
）
が
２
本
塁

打
と
奮
起
し
た
。

「（
春
は
）フ
ラ

イ
ア
ウ
ト
が
多

か
っ
た
の
で
、

低
い
打
球
を
意

識
し
た
」（
唐

木
）。

打
率
０
割
台
と
不
振
に

陥
っ
た
春
季
リ
ー
グ
戦

か
ら
約
３
カ
月
。
正
捕

手
が
全
国
の
地
で
大
暴

れ
し
、
４
―
２
で
勝
利

し
た
。

　

翌
日
の
２
回
戦
は
中

京
学
院
大
と
の
一
戦
。

序
盤
は
両
者
譲
ら
ぬ
戦

い
を
繰
り
広
げ
た
が
、

５
回
に
先
取
点
を
献
上

し
、試
合
の
主
導
権
を
奪

わ
れ
た
。
反
撃
し
た
い

打
線
だ
っ
た
が
、相
手
先

発
の
前
に
散
発
２
安
打

完
封
負
け
。
中
京
学
院

大
が
そ
の

後
準
優

勝
に
輝

い
た

だ
け
に
、

悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

　
「
選
手
一
人
一
人
が
実

力
不
足
を
実
感
し
た
試
合

だ
っ
た
と
思
う
」（
中
村

豊
）。
他
大
学
と
は
異
な

り
３
年
生
以
下
で
チ
ー
ム

を
構
成
す
る
軟
式
野
球

部
。
強
豪
相
手
に
全
員
で

つ
か
み
取
っ
た
１
勝
は
、

秋
季
リ
ー
グ
戦
に
向
け
た

自
信
と
な
る
に
違
い
な

い
。

（なかむら・とよかず）
２００２年 12 月 23 日
生まれ。京都府・大谷高
校出身。ポジションは内
野手。右投げ右打ち。１
６ ８ ㌢・62 ㌔。社 会 学
     部３年。

◆中村豊和

◆大会戦績◆
試合 対戦相手 結
１回戦 桐蔭横浜大

中京学院大２回戦
○
●

スコア
４ー２
０ー２

進
め
る
。
後
半
戦
は
序
盤
か

ら
得
意
の
タ
ッ
ク
ル
を
出
し

惜
し
み
せ
ず
、
長
い
手
足
で
背

後
を
取
っ
た
。
攻
勢
を
緩
め
ず

片
足
タ
ッ
ク
ル
を
仕
掛
け
、
そ

の
ま
ま
二
宮
を
ひ
っ
く
り
返
し

追
加
点
。
残
り
30
秒
時
に
は
、

一
瞬
浮
き
上
が
っ
た
相
手
の
隙

を
見
逃
さ
ず
低
い
姿
勢
か
ら
片

足
を
引
っ
掛
け
る
と
、
そ
の
ま

ま
バ
ッ
ク
へ
回
っ
た
。
試
合
終

了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
響
き
、
観

客
席
か
ら
歓
声
が
上
が
る
と
笑

み
を
こ
ぼ
し
、
８
―
０
で
表
彰

台
の
頂
点
に
君
臨
し
た
。

　
新
人
戦
で
優
勝
し
た
こ
と
に

よ
り
、
目
標
の
天
皇
杯
出
場
へ

一
歩
前
進
し
た
。
し
か
し
、
階

級
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
57
㌔
級
に

は
実
力
者
が
多
く
そ
ろ
い
、
出

場
権
を
得
る
た
め
に
は
９
月
末

の
西
日
本
学
生
選
手
権
で
優

勝
、
も
し
く
は
11
月
に
行
わ
れ

る
全
日
本
大
学
選
手
権
で
入
賞

す
る
こ
と
が
条
件
だ
。「
西
で
も

強
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
勝
て
る
よ
う
に
課
題
点
を

修
正
し
、
気
を
抜
か
ず
に
頑
張

り
た
い
」。
進
化
を
止
め
ず
、

強
さ
を
求
め
続
け
る
探
究
心
は

無
限
大
だ
。�

【
番
匠
麻
衣
】

目
標
　

◆
８
月
９
〜
11
日
◆
令
和
５
年

度
西
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
◆
於
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
豊

田（
愛
知
県
）

アトムS P O R T SD O S H I S H A⑶

レ
イ
ア
ウ
ト
　
金
海
　
彩
夏

2023 年９月 25 日 第２６１号



（こんどう・りゅうや）
２００１年12月５日生まれ。北海
道・白樺学園高校出身。ポジション
はＦＷ。１７１㌢・77㌔。スポーツ

健康科学部４年。

◇近藤龍耶

前を見つめる山本敦
（撮影・浅川明日香）

紺
グ
レ

体育会ver. 体育会ver. 美学生図鑑 美学生図鑑 45 45 No. No. 

再出発しリベンジ誓う再出発しリベンジ誓う再出発しリベンジ誓う再出発しリベンジ誓う

（やまもと・あつき）
２００２年１月２日生ま
れ。大阪府・常翔学園高校
出身。今年度ラグビー部の
主将を務める。ポジション
はＰＲ。１ ７ ５ ㌢・１
１０㌔。社会学部

４年。

◆山本敦輝

後 前 ＴＧＰ ＴＧＰ
同

京

同志社15 54８-30
７-24｝

｝

１０１

３３１

１１０

４２２
計

24

７

30

８

54

15
京産大

笑顔を見せる佐藤笑顔を見せる佐藤

◆佐藤瑞起
（さとう・みずき）
２００４年６月３日
生まれ。京都府・東
山高校出身。ポジショ
ンは GＫ。１７６㌢・
72㌔。商学部１年。

頭角現す鉄壁守護神頭角現す鉄壁守護神頭角現す鉄壁守護神イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

アアアア

パックを追う近藤関　大
龍谷大
立命大
京産大
関学大
同志社
◆トーナメント表◆

社会人破り京都一社会人破り京都一

▲トロフィーを受け取る松尾（ＩＬＡ４）

ラ
グ
ビ
ー
部

奥平奥平

１ ２ ３
４ ５

６ ７８
９ 10

11

12 13
14

15
宮本啓希監督　　　

山崎山崎
大山大山 上野上野

渡邊渡邊

北堀北堀

村岡村岡

岡野岡野 ファイアラガファイアラガ

山本敦山本敦

上嶋上嶋 福田福田

野口野口福岡福岡
鈴木鈴木

◆同志社の京産大戦布陣◆

順
位
決
定
戦

１
回
戦 ２

Ｐ

２
Ｐ

１
Ｐ

１
Ｐ３

８　
４
０

１ ３

０
０

１２　２
４　
４　

同志社 松山大

広島大同志社

◆インカレ試合結果◆　

◆インカレ２回戦結果◆　

１̶３
１̶３
２̶３
０̶３

吉　井 枝　廣
工　藤本　井

原　田 枝　廣
川　北本　井

同志社 中　大

②
③

①

新戦力加え挑むも敗戦新戦力加え挑むも敗戦新戦力加え挑むも敗戦新戦力加え挑むも敗戦
サッカー部男子

苦汁なめ未練残した

　体格で劣る社会人にも屈せず、チャ
レンジリーグ優勝を果たした。
　「しつこさと激しさ」をテーマに臨
んだ決勝戦。島津製作所に先制を許
したものの、すぐさま反撃に転じた。
キックオフのこぼれ球をキャッチし、

敵陣22㍍ラインまで一気にゲイン。
最後はキックパスを受けた内田（政策
４）がボールを押さえ、主導権を取り
返した。しかし、後半開始早々に失
点。立ち上がりから苦戦を強いられ
る。それでも相手のさらなる猛攻に

組織的なディフェンスで対応し、31―
25で今季初の栄冠を手にした。
　「勝ち切れて良かった」（宮本監督）。
オフシーズンの積み重ねが導いた京
都一。次は関西、全国へと焦点を合わ
せ、進化を遂げる。

　幅広の二重にキリッとした眉。
「部内の美学生なら佐藤瑞起」と
部員が口をそろえて言うほど、端
正で彫りの深い顔立ちに誰もが魅
了される。
　幼い頃に知り合いからＧＫの
基礎を教わり、小学２年時にサッ
カー人生が本格的に幕を開けた。
当初はフィールドプレーヤーとし
て練習するも、すぐにＧＫの才能
を開花させ名門東山高校に進学。
３年冬の選手権大会では２試合連
続のＰＫ戦で好セーブを連発し、
勝利の立役者となった。
　大学入学後はベンチ入りすらで
きない日々が続き、実力差を痛感。�
それでも、同じポジションを務め
る多田（法４）の高いモチベーショ

ンに刺激を受け、「頑張っていた
らチャンスは来ると思うから、
その時に備えて今頑張り
たい」と技術向上に
磨きをかけた。
　「責任重大な
ポジションだ
し、ＧＫあっ
て こ そ の
サッカーだ
と思う」。大
学サッカー
で も 自 身
の 存 在 感
を発揮すべ
く、スタメン
奪取を目標に鍛錬を
積む。�【浅川明日香】

　精鋭たちが集う三浦組は春
季リーグ戦で３連覇を達成
し、インカレに出場した。
　初戦に京産大から白星を挙
げ２回戦の相手は関東の覇
者中大。東西の王者同士に
よる試合に会場のボルテージ
は最高潮に達した。１番手の
本井（スポ３）は粘り強い卓球
で食らいつくも敗北。続く原
田（商３）も相手のペースにの
まれ、２戦目も落とした。こ
れ以上負けられない状況の中
で、「ここから巻き返すぞ」
と三浦（商４）の声掛けが本
井・吉井（商１）ペアを奮い立
たせる。息の合ったプレーで
互角の試合を展開したが、１
―３で惜敗した。 
　関東王者の前に敗れ、ベス
ト16と悔しい結果で幕を下ろ
した卓球部女子。次こそは全
員総力で強豪校との天王山を
制し、優勝旗に同志社の名を
刻め。

　

昨
年
度
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
関
西
優
勝
の
夢
を
受

け
継
い
だ
野
呂
組
。
関
西
イ

ン
カ
レ
は
奮
闘
す
る
も
２
位

で
終
幕
し
た
。

　
関
学
大
と
の
初
戦
は
終
始

拮
抗（
き
っ
こ
う
）し
た
展
開

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
４
―

４
で
延
長
戦
に
も
つ
れ
込

み
、
両
者
無
得
点
で
ゲ
ー
ム

ウ
イ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
に
突

入
。
阿
部（
商
１
）の
シ
ュ
ー

ト
が
入
り
、
決
勝
に
進
出
し

た
。

　
「
優
勝
を
目
指
し
て
勝
ち
に�

行
こ
う
」（
村
上
・
ス
ポ
４
）。

関
大
と
の
決
勝
戦
、
開
始
直

後
か
ら
素
早
い
攻
撃
に
防

衛
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
無
得

点
で
第
１
ピ
リ
オ
ド
が
終
了

し
、
第
２
ピ
リ
オ
ド
も
序
盤

か
ら
相
手
が
追
加
点
を
挙
げ

る
な
ど
、
劣
勢
が
続
い
た
。

そ
れ
で
も
、
同
10
分
に
村
上

が
パ
ス
カ
ッ
ト
で
パ
ッ
ク
を

奪
い
、
敵

陣
へ
駆
け
込
む
と
Ｇ
Ｋ

の
隙
を
狙
っ
た
シ
ュ
ー
ト
で

得
点
。
そ
の
後
も
反
撃
を

試
み
る
が
、
攻
守
と
も
に
及

ば
ず
１
―
６
で
敗
北
し
た
。

　

栄
冠
を
目
前
に
し
て
王

者
の
壁
の
高
さ
を
突
き
つ

け
ら
れ
た
今
試
合
。「
万
年

２
位
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
今
年
こ
そ
は
汚
名
返
上

し
優
勝
し
た
い
」（
野
呂
・
法

４
）と
悔
し
さ
を
糧
に
秋
季

リ
ー
グ
戦
制
覇
を
目
指
す
。

雪辱果たす舞台迷わず突き進み

秘める潜在力で８年ぶり頂点へ

フ
ッ
ト
サ
ル
部

卓球部女子卓球部女子

　
後
半
に
入
っ
て
も
、
赤
紺
軍
団
の
代

名
詞
で
あ
る
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
モ
ー
ル
を

起
点
に
連
続
失
点
。
な
す
す
べ
な
く
点

差
だ
け
が
広
が
っ
た
。「
自
分
た
ち
が
そ

れ
を
超
え
る
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る
強
い

気
持
ち
が
な
い
と
駄
目
」（
宮
本
監
督
）

と
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
準
優
勝
に

終
わ
っ
た
。

前
を
向
く

　
最
大
22
泊
の
夏
合
宿
を
敢
行
し
、
攻

守
の
切
り
替
え
か
ら
攻
撃
を
加
速
さ
せ

る
今
季
の
ス
タ
イ
ル
は
徐
々
に
形
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
の
安
定

感
や
接
点
で
の
質
も
向
上
し
た
。
山
本

敦
も
「
は
ま
っ
た
時
は
、
い
い
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
、
い
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
与
え
ら

れ
て
い
る
」と
手
応
え
を
口
に
し
た
。

　
関
西
王
者
か
ら
遠
ざ
か
り
長
い
年
月

が
経
っ
た
。
古
豪
復
活
を
待
ち
望
む
多

く
の
フ
ァ
ン
が
会
場
に
足
を
運
ぶ
秋
の

Ａ
リ
ー
グ
。
揺
る
ぎ
な
き
決
意
を
胸
に 

日
本
一
へ
の
階
段
を
駆
け
上
が
れ
。　

�

【
勝
部
健
人
】

降
、
着
実
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
昨

年
は
公
式
戦
で
敗
れ
続
け
た
立
命
大
に

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
、
優
勝
へ
一
歩
前

進
。
準
決
勝
で
は
留
学
生
を
擁
す
る
天

理
大
を
41
―
33
で
破
り
、
王
手
を
か
け

る
。
６
月
に
は
関
東
大
学
対
抗
戦
上
位

校
と
の
定
期
戦
を
経
て
、
経
験
値
を
蓄

積
。
例
年
以
上
に
戦
術
理
解
が
進
み
、

攻
守
と
も
に
磨
き
が
か
か
っ
た
状
態
で

決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。貫

禄
負
け

　
「
何
も
で
き
な
か
っ
た
前
半
の
20
分

が
全
て
」（
宮
本
監
督
）。
序
盤
に
生
命

線
と
見
ら
れ
て
い
た
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
が

安
定
せ
ず
、
握
ら
れ
た
主
導
権
を
奪
い

返
せ
な
い
。
そ
れ
で
も
前
半
23
分
に
勝

負
の
カ
ー
ド
を
切
り
、
一
時
射
程
圏
内

に
迫
っ
た
。
ベ
ン
チ
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

嘉
納（
ス
ポ
４
）を
投
入
。「
テ
ン
ポ
ア
ッ

プ
を
意
識
し
た
」（
嘉
納
）と
直
後
の
連

続
攻
撃
で
左
大
外
に
キ
ッ
ク
パ
ス
を
成

功
さ
せ
鈴
木（
政
策
３
）が
イ
ン
ゴ
ー
ル

へ
飛
び
込
む
。
し
か
し
、
ハ
イ
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
で
度
重
な
る
ミ
ス
を
犯
す
な

ど
精
彩
を
欠
き
、
瞬
く
間
に
追
加
点
を

許
し
た
。
前
半
終
了
時
点
で
３
ト
ラ
イ

３
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
も
追
い
つ
け
な
い

22
点
差
に
。「
最
終
的
に
は
相
手
の
や
り

た
い
ラ
グ
ビ
ー
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」

（
嘉
納
）と
悔
や
ん
だ
。

赤
紺
の
壁

　
勝
利
の
女
神
が
同
志
社
に
ほ
ほ
笑
む

こ
と
は
な
か
っ
た
。
２
年
連
続
全
国
４

強
の
京
産
大
に
15
―
54
で
大
敗
。
２
年

ぶ
り
の
覇
権
奪
還
を
狙
っ
て
い
た
紺

グ
レ
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
難
い
結
末

だ
っ
た
。

　
４
月
中
旬
に
大
学
王
者
帝
京
大
と
の

招
待
試
合
で
完
封
負
け
を
喫
し
て
以

　◆7月15日◆第92回全日本 
大学総合卓球選手権大会◆
団体の部◆於・横浜武道館

（神奈川県）

　

◆
６
月
22
～
25
日
◆
第
72

回
関
西
学
生
氷
上
競
技
選
手

権
大
会
◆
於・関
西
大
学
た
か

つ
き
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ（
大
阪

府
）

　
◆
８
月
25
日
◆
第
19
回
全

日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

◆
於
・
岸
和
田
市
総
合
体
育

館（
大
阪
府
）

　◆６月24日◆第５回京都チャレンジリーグ◆順位決定戦◆対島津製作所 
Ｂｒｅａｋｅｒｓ ◆於・同志社大学京田辺キャンパスラグビー場（京都府）

　
◆
５
月
14
日
～
７
月

２
日
◆
２
０
２
３
年
度

関
西
大
学
春
季
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
◆
於
・
天
理

親
里
競
技
場（
奈
良
県
）

他
◆
２
年
ぶ
り
の
王
座

奪
還
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
今
季
は
初
陣
で
帝

京
大
に
０
―
89
で
零
敗

を
喫
し
て
以
降
は
、
宿

敵
天
理
大
を
撃
破
す
る
な
ど
５
月
ま

で
負
け
な
し
。
選
手
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
考
え
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら

流
れ
を
つ
か
む
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ

せ
た
。
し
か
し
、
け
が
人
が
出
始
め

る
と
安
定
感
に
欠
け
る
。
決
勝
戦
で

も
わ
ず
か
２
ト
ラ
イ
に
抑
え
ら
れ
、
15

―
54
で
完
敗
し
た
。
優
勝
に
届
か
な

か
っ
た
理
由
を
見
つ
め
直
し
、
秋
の
Ａ

リ
ー
グ
で
必
ず
牙
城
を
崩
す
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
体
育
会

の
部
活
に
昇
格
し
、
挑
ん
だ

５
年
ぶ
り
の
イ
ン
カ
レ
。
初

戦
敗
退
に
終
わ
る
も
、
順
位

決
定
戦
で
白
星
を
つ
か
み
今

後
へ
弾
み
を
つ
け
た
。

　
松
山
大
と
の
初
戦
は
、
序

盤
に
両
者
１
点
を
取
り
合
う

互
角
の
展
開
と
な
る
。
だ

が
、
前
半
10
分
の
失
点
を
皮

切
り
に
連
続
失
点
し
、
後
半

22
分
に
は
痛
恨
の
オ
ウ
ン

ゴ
ー
ル
。「
正
直
ふ
が
い
な
い

試
合
だ
っ
た
」（
原
・
経
３
）。

終
始
リ
ー
ド
さ
れ
、
３
―
４

で
惜
敗
を
喫
し
た
。

　
そ
の
後
、
広
島
大
と
の
順

位
決
定
戦
に
挑
む
と
攻
撃
陣

が
爆
発
。
前
後
半
と
も
に
４

点
を
奪
い
、
８
―
０
で
完
勝

を
収
め
た
。「
タ
イ
ト
ル
は

逃
し
た
が
、
切
り
替
え
て
次

の
リ
ー
グ
戦
は
勝
ち
た
い
」

（
原
）。
全
国
の
猛
者
と
戦
っ

た
経
験
は
、
１
年
ぶ
り
の
１

部
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
す

チ
ー
ム
を
高
み
へ
押
し
上
げ

る
。

　チャンスをつかみ取った。
春季トーナメント戦の決勝進
出を懸けた対天理大戦。上嶋
（スポ１）のダメ押しトライが
勝利の決定打となった。
　試合が終盤に差し掛かり、
接戦が繰り広げられる中で
途中出場。「勢いを与えよう
と思って入った」（上嶋）と持
ち前の力強い突破でインゴー
ルに走り抜け、プレッシャー
のかかる場面で実力を発揮し

た。期待を大きく上回る活躍
が評価され、その後はスタメ
ンに定着。公式戦でもグラウ
ンドを縦横無尽に駆け回る圧
巻のプレーを見せた。
　高校時代は全国大会決勝の
舞台で花園を沸かせた上嶋。
大学でも勝負どころでトライ
を決め、一躍ヒーローになっ
た。逆境に屈しない魂で、今
度は紺グレを国立へ導いてく
れるに違いない。

突
破
口
開
く
戦
士

突
破
口
開
く
戦
士
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操縦士操縦士操縦士
取得免許

小型船舶小型船舶

勝機誘う勝機誘う勝機誘う

戦術家戦術家戦術家
知略   優れた知略   優れた知略   優れたににに

男子
ラクロス部取得免許

審判審判

海上駆ける海上駆ける海上駆ける

ラクロス部
男子

こんな特殊能力こんな特殊能力わたしたちわたしたち

得意技

戦術立案戦術立案

規律で規律で規律で

持ってます持ってます

ボードセイリング部ボードセイリング部

ソフトボール部
     女子女子

ソフトボール部

安部桃加安部桃加安部桃加
 ア  ベ   モ モ カ

（21）

出身
京都府 ・ 同志社国際高校

生年月日
２００3.７.９

生年月日

学部
法学部

趣味
アメフト観戦

2001. 11. 12
学年
4

身長
153

QCQC

アメリカンフットボール部アメリカンフットボール部

井内萌子井内萌子井内萌子
イ ウ チ モ エ コ

出身
福岡県 ・ 北九州市立高校

生年月日
２００3.７.９

生年月日

学部
社会学部

趣味
サイクリング

2002. 3. 9
学年
4

身長
162

MGMG
（21）

得意技

ノックノック

LICENSE, KNOCK, PLANNING etc...

陰 大黒柱陰 大黒柱陰 大黒柱ののの

太田有香太田有香太田有香
オ オ タ ユ ウ カ

出身
京都府 ・ 同志社高校

生年月日
２００3.７.９

生年月日

学部
商学部

趣味
バイトの締め作業

2002.11.5
学年
3

身長
150

MGMG
（20）廣田彩海廣田彩海廣田彩海

ヒ ロ タ ア ヤ ミ

出身
京都府 ・ 同志社高校

生年月日
２００3.７.９

生年月日

学部
政策学部

趣味
おいしいご飯屋さん探し

2003.7.9
学年
2

身長
159

MGMG
（20）

躍進支えた躍進支えた躍進支えた

小田美月小田美月小田美月
オ   ダ  ミ ヅ キ

（21）

京都府 ・ 同志社高校
生年月日

２００3.７.９
生年月日

学部
法学部

趣味
ドライブ

2002.5.15
学年出身
3

身長
163

MGMG

　皆の支えとなり、部員から信頼を
置かれる小田。「プレーヤーを支える
人でもあり、マネジャーを支える人
でもある」（空處・政策２） と支持を集
め、現在はチーフマネジャーを務め
ている。

　ボードセイリング部のマネ
ジャーは一味違う。それは
入部後、全員が小型船舶
免許を取得することだ。

取得過程は実技と筆記
試験からなる自動車

免許と同様だが、要
する時間はわず

か２日。 全 員
１度 で 試 験

を 通 過し、
入 部 後 す
ぐ に ハ ン
ド ル を 握

っている。
　学生主体で大会が運営されるボー
ドセイリングは、ポイントとなる旗の
設置から表彰式の準備まで全てをス
タッフが行う。練習や試合で選手た
ちに同伴するためには小型船が必要
不可欠であり、操縦も自分たちでしな
ければならない。また移動手段だけ
でなく、海上に転落した部員の救助や
情報伝達など多方面からサポート。
安全を確保するために船上での業務
は多岐にわたり、船舶免許はさまざま
な場面で活躍している。
　「選手がありがとうと言ってくれた
り、結果を残したりするとやりがい
を感じる」。同期の存在と、感謝の言
葉は小田の原動力だ。表舞台に立つ
ことはなくとも、献身的な姿勢で役
割を全うし、残りの日々を全力で駆
け抜ける。

　ラクロス部男子のスタッフの多
くが審判資格を所持している。
彼女たちは互いに助け合いなが
ら勝利をつかむ方法を日々考察。
ルールを正しく理解し、選手たち
に還元している。
　「最初は自分の判定1個で流れ
が変わることもあるので、ファ
ウルと思っていても笛を吹けな
いという恐 怖 心 があった 」（太
田）。試合中はプレーヤーが熱く
なりジャッジに対して強い口調
で責められ落ち込む時もある。
それでも太田は「試合に対して
審判目線で助言できればより勝
ちにつながる」と思い資格を取
得した。実際に、リーグ戦で頻
繁に取られる反則に対する改善
策を一人一人に説明を行い貢
献。15分×４Ｑの１時間、懸命に
グ ラ ウ ン

ド を 駆 け 回
っている。
　 年 に１度
しかない審
判資格の試
験に、昨年同学年で唯一合格し
た廣田。「自分の判断を選手や監
督、コーチにナイスジャッジと
言ってもらえるとうれしい」（廣
田）。ミスが多いファウルを指摘
したことがフェアプレーにつな
がるなど、資格が生かされた場
面は多く、やりがいを感じてい
る。
　「ファウルをよく知っているチ
ームが勝利する」と理解している
彼女たち。今後も多くの試合で
審判の経験を積みチームを白星
に導く。

　「自分の役割は強くなる
ための当たり前をつくるこ
と」。安部は主務、ＱＣ（ク
オリティーコントロール）
として支え、緻密な戦略
が重要なアメフトで分析
結 果を基に戦 術を立 て
る、いわばチームの頭脳
だ。
　主な仕事はスカウティ
ングと練習運営。オフェン
ス、ディフェンス、キッキ
ングに分かれて対戦相手
を徹底的に分析し、スカウ
ティングレポートを作成す

る。過去のデータを

参考にメニューを組
み、さまざまな場面に
合わせた試合の対策を
立案。また、フィール
ドに立つとタイムマネジ
メントも欠かせない。選

手への指示出しや審判的
役割を担い、練習を円滑に
進めている。
　「ＱＣとしてアメフトを
つくり上げていることにプ
ライドを持っているので、
（選手に）一緒に勝とうと

言ってもらえるとうれし
い」。主務と二足のわらじ
を履き膨大な業務をこな
す安部だが、プレーヤー
に１番近い存在としてや
りがいを感じている。目
標の日本一を成し遂げる
べく、現場の最前線で未来
を切り開く。

　井内は全日本インカレ
を終え、後輩たちから惜
しまれながらも引退を迎
えた。「チームの中心だ
から、自分が常に動か
ないと組 織は 動かな
い」。主務を兼任し、多様な
業務をこなしてきた彼女は
まさにチームの心臓だった。
　小学４年時、兄の影響で
何気なく始めたソフトボー
ル。気付けばその魅力に引
かれ、厳しい練習に汗を流
す毎日を送っていた。しか
し大学入学後、体調不良を
きっかけにマネジャーへの
転向を決意する。ノッカー
としてはもちろん、時には守
備に回り、より実戦的な環
境づくりにも力を入れた。
　「みんなが楽しそうにソフ
トボールをしている姿を見
た時にやりがいを感じる」。
選手たちをつなぐ架け橋と
して、精神的支柱の役割を
担った面も大きい。高校時
代にキャプテンを務めて身

に付けた俯瞰（ふかん）的な
視点は、的確なアドバイ
スと献身的なサポート
に生かされた。
　窮地に立たされよ
うと諦めない強気
なプレースタイ
ル で、 和 田 組
は 多 く の 人
に 支 持 さ れ
た。高い目標を
見失いそうにな
る時も、井内は目
指すべき場所へ導く指針
であり続けた。日本一
を追い求める中で思
い描いた「全員総力
で愛されるチーム」
は、彼女なくして実
現しなかったに違
いない。

　努力を重ねる選手たちの裏側には、いつも陰ながら支えるスタッフの存在がある。今回は全 53
部活の中から、専門的な知識や技量があるスペシャリストにスポットライトを当てた。彼女らの持
つ専門性とは何か。部の躍進を後押しする秘訣に迫った。
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レ
イ
ア
ウ
ト
　
浅
川
　
明
日
香



輝
か
し
い
軌
跡
に
幕

輝
か
し
い
軌
跡
に
幕

　
◆
６
月
17
・
18
日
◆
第
58

回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
王

座
決
定
戦
◆
於
・
つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の
郷

第
１
多
目
的
広
場
（
静
岡
県
）◆
王
座
奪
還
を
目
標

に
駆
け
抜
け
て
き
た
１
年
間
。
出
場
選
手
だ
け
で
な

く
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
に
挑
ん
だ
。
初
戦

か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
進
み
、
迎
え
た
優
勝
決
定
戦
。

強
豪
日
体
大
に
必
死
に
食
ら
い
つ
く
も
３
|
５
で
敗
北

を
喫
し
、
上
原
組
は
全
国
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。
惜

し
く
も
夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
第
64
代
の
思

い
は
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
築
き
上
げ

た
団
結
力
と
信
頼
関
係
を
武
器
に
、
第

65
代
は
日
本
一
へ
と
歩
み
を
進

め
た
。 銀銀銀

（うえはら・るか）
２００１年８月９日生
まれ。兵庫県・甲南女
子高校出身。１５７㌢。
スポーツ健康科学

部４年。

◆上原瑠果

次世代に夢のバトンつないだ次世代に夢のバトンつないだ ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
女
子

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
女
子

矢 を
放つ上原【切り
込み写真】左・応援
ボードを持つ（左から）
関根（スポ２）、上原、
武内（スポ４）、鈴木
（スポ１）右・拳

を握る武内

第　　 代の思いと誇り胸に第　　 代の思いと誇り胸に

同志社

立　大
龍谷大
東京国際大
長崎国際大
早　大
近　大

日体大
大学名順

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

◆王座順位表◆

大団円迎えた

総力挙げ最後まで戦い抜いた総力挙げ最後まで戦い抜いた
累計小計⑥

３

２
２

２
８

９

８

⑤④③

９
９
９
９

９ ８
９９
７９

９９
②①

51
48
54
54

10
10

10

８

９

９
５８

８

第４セット
第３セット
第２セット
第１セット

◆同志社の決勝戦素点表◆

累計小計⑥

５

２
０

４

７

７

９
９

⑤④③

８

９

８ ９
９９

８
９

９６
②①

51
55
56
46

10

10
10

10
10

10９

９
８

６

第４セット
第３セット
第２セット
第１セット

◆日体大の決勝戦素点表◆

３
年
ぶ
り
王
座
奪
還
な
ら
ず
無
念
の
準
優
勝

京都府のスポーツ情報満載のきょうと報知は、
毎月１回、スポーツ報知（宅配・コンビニ
販売分）に折り込まれます。
次回は９月2９日（金）発行予定です。

※

写
真
は
７
・
８
月
号
で
す
。

参
上
参
上
参
上

に同志社アトム同志社アトム同志社アトム

　１年間の集大成を発揮す
る舞台で男子部は４位で幕
引きした。
　予選を４位で通過し、迎え
た運命の決勝ラウンド。出
場権を得た高久（商４）、鷲津
（商２）、𠮷田悠（商１）の３人

は、初戦から落ち着いた行射
で高得点を連発する。２戦
連続で危なげなく勝利を重
ね、次戦へ駒を進めた。しか
し、その後は関西王者の近
大に果敢に立ち向かうも、太
刀打ちできず０｜６の完封
負け。ブロンズメダルマッ
チでも２セット続けて１点

差で落とし、数㌢のずれが明
暗を分けた。
　大声援を背に思いを乗せ
た矢を射った２日間。「本当
にやり切った」（高久）と４年
生は今大会をもって引退。
悲願の全国制覇は岩尾組に
託された。今後も日本一に
狙いを定め、的と向き合う。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
漬
け
の
４

年
間
を
完
遂
し
た
。
上
原
は

世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
や
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
制
覇
す
る
な
ど

類
い
ま
れ
な
経
歴
を
持
ち
同

志
社
へ
入
学
。
１
年
生
か
ら

団
体
戦
の
メ
ン
バ
ー
に
抜
て

き
さ
れ
る
と
、
３
年
前
の
日

本
一
を
経
験
し
た
。

　
３
年
時
に
も
日
本
代
表
と

し
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出

場
す
る
な
ど
華
々
し
い
実
績

を
積
み
重
ね
た
が
、
そ
の
裏

で
王
座
に
出
場
で
き
ず
、
直

接
結
果
に
貢
献
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
女
子
リ
ー

ダ
ー
へ
選
出
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
下
級
生
と

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
奔
走
。
実

力
者
な
が
ら
、
精
神
的
支
柱

と
し
て
け
ん
引
し
た
。

　
「
１
番
思
い
を
懸
け
た
、

１
番
思
い
が
詰
ま
っ
た
大

会
」（
上
原
）。
２
度
目
の
優

勝
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
仲
間
と
駆
け
抜
け
た

４
年
間
が
今
後
の
人
生
を
後

押
し
す
る
に
違
い
な
い
。

▼
夏
の
花

が
顔
を
出

し
、
人
々

に
あ
い
さ

つ
を
し
た

か
と
思
う

と
秋
の
風

と
と
も
に

は
か
な
く

過
ぎ
去
っ

て
い
く
。「
い
つ
か
ま
た

会
え
た
ら
」。
そ
う
思

わ
せ
て
く
れ
る
の
は

深
々
と
お
辞
儀
を
す
る

お
花
、
は
た
ま
た
去
り

際
に
見
る
友
人
の
横
顔

な
の
か
▼
将
来
の
夢
は

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
い
つ
も

練
習
を
頑
張
る
姿
勢
に

期
待
す
る
親
の
優
し
い

ま
な
ざ
し
に
は
、
全
て

見
透
か
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
背
徳
感
さ
え
感
じ

る
。
夢
を
つ
か
む
人
は

一
握
り
。
子
ど
も
の
頃

に
憧
れ
た
夢
は
い
つ
し

か
破
れ
去
り
、
現
実
と

の
相
違
に
苦
し
む
。
し

か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
た
先
で
前
に
進
め
た

者
だ
け
が
自
分
だ
け
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
に
た
ど
り

着
け
る
▼
世
界
中
を
熱

狂
の
渦
に
巻
き
込
む
ス

ポ
ー
ツ
に
は
何
か
特
別

な
魔
力
が
宿
る
。
中
で

も
一
生
に
一
度
の
舞
台

を
目
指
す
幾
千
万
も
の

選
手
た
ち
は
、
そ
こ
に

し
か
な
い
も
の
を
手
に

入
れ
る
た
め
に
人
生
を

懸
け
て
戦
う
の
だ
▼
時

に
困
難
は
人
を
強
く
す

る
。
今
夏
、
沖
縄
で
行

わ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
日
本

代
表
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

相
手
に
劇
的
な
ア
ッ
プ

セ
ッ
ト
を
成
し
遂
げ

た
。
第
３
ク
オ
ー
タ
ー

を
終
え
て
10
点
の
ビ
ハ

イ
ン
ド
を
追
う
中
、
第

４
ク
オ
ー
タ
ー
で
奇
跡

を
起
こ
す
。
こ
の
大
一

番
で
20
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
返
し
歴
史
的
勝
利
。

つ
い
に
長
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
、
17
年
ぶ
り
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
史

を
切
り
開
い
た
。
諦
め

た
ら
そ
こ
で
試
合
終

了
。
ま
さ
に
言
葉
通
り

の
展
開
だ
っ
た
▼
友
と

過
ご
し
た
人
生
の
ス
テ

ッ
プ
は
次
の
扉
を
開

く
。
こ
れ
ま
で
過
ご
し

た
学
生
生
活
の
笑
い
声

は
、
時
代
の
流
れ
に
歯

向
か
う
こ
と
な
く
浄
化

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
今

ま
で
の
変
わ
ら
ぬ
日
常

は
い
つ
か
終
わ
り
を
知

っ
て
い
る
よ
う
に
大
詰

め
へ
と
向
か
う
。
ま
る

で
社
会
か
ら
の
『
協
奏

曲
』
を
受
け
取
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
。

�
【
西
田
雄
哉
】

夏炉冬扇

　
静
寂
を
切
り
裂
く
よ
う
に
日

体
大
サ
イ
ド
が
大
き
な
歓
声
を

上
げ
る
中
、
隣
に
は
涙
を
浮
か

べ
る
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

学
生
日
本
一
を
目
標
に
掲
げ
て

き
た
１
年
間
。
そ
の
夢
に
は
あ

と
一
歩
届
か
ず
、
準
優
勝
で
終

幕
し
た
。

　
３
年
前
に
頂
点
に
君
臨
し
て

以
来
遠
ざ
か
っ
て
い
た
栄
冠
を

奪
取
す
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
上

原
組
。
王
座
優
勝
に
照
準
を
定

め
、
昨
年
よ
り
早
い
段
階
か
ら

今
大
会
を
見
据
え
た
団
体
戦
練

習
の
強
化
を
行
っ
た
。「
準
備
は

で
き
て
い
る
か
ら
あ
と
は
や
り

切
る
だ
け
」（
上
原
）。
強
い
気
持

ち
を
抱
き
、
全
国
の
大
舞
台
に

帰
っ
て
き
た
。

　
行
射
順
は
精
神
力
の
強
さ
が

持
ち
味
の
ル
ー
キ
ー
鈴
木
、
安

定
し
た
実
力
で
活
気
を
与
え
る

武
内
、
圧
倒
的
な
安
心
感
を
誇

る
エ
ー
ス
上
原
。
対
法
大
、
対

立
大
戦
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
制
す

と
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
昨
年

優
勝
決
定
戦
へ
の
道
を
阻
ま
れ

た
早
大
と
の
一
戦
に
な
っ
た
。

因
縁
の
ラ
イ
バ
ル
に
第
１
セ
ッ

ト
か
ら
55
点
を
た
た
き
出
す
と
、

高
得
点
を
連
発
し
６
︱
０
で
撃

破
。
３
試
合
を
全
て
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
と
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
、決
勝
戦
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　
優
勝
へ
の
期
待
は
最
高
潮
に

達
し
、
迎
え
た
天
王
山
は
予
選

１
位
通
過
の
日
体
大
。
力
強
い

声
援
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
緊

張
の
一
戦
が
開
始
す
る
。
第
１

セ
ッ
ト
、
相
手
が
６
点
と
外
す

一
方
、
上
原
組
は
終
始
安
定
し

た
行
射
で
ゴ
ー
ル
ド
を
連
発
。

54
︱
46
で
２
ポ
イ
ン
ト
を
先
取

す
る
と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が

っ
た
。
し
か
し
、第
２
、第
３
セ

ッ
ト
を
落
と
し
、
後
が
な
い
状

況
に
立
た
さ
れ
る
。
第
４
セ
ッ

栄
光
再
び

最
終
決
戦

ト
で
相
手
の
得
点
を
上
回
ら
な

け
れ
ば
頂
点
へ
の
道
は
閉
ざ
さ

れ
る
苦
境
に
も
、「
こ
の
３
人
で

射
っ
て
い
け
ば
大
丈
夫
」（
上
原
）

と
気
持
ち
を
固
め
、
応
援
メ
ン

バ
ー
に
応
え
る
よ
う
に
拳
を
突

き
上
げ
た
。
先
攻
の
同
志
社
が

26
点
を
出
す
と
、
相
手
は
27
点

を
た
た
き
出
し
わ
ず
か
に
及
ば

な
い
。
残
り
３
射
の
行
方
に
観

客
の
視
線
が
注
が
れ
る
中
、
同

志
社
が
出
し
た
の
は
25
点
。
一

方
、
日
体
大
は
24
点
を
マ
ー
ク

し
、
点
数
は
51
︱
51
の
同
点
に
。

こ
の
瞬
間
、
両
軍
に
１
点
ず
つ

が
加
算
さ
れ
、
３
︱
５
で
敗
北

が
決
定
。
頂
点
を
目
指
し
続
け

て
き
た
彼
女
た
ち
の
戦
い
は
２

位
で
幕
を
閉
じ
た
。

 　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
団
体
戦
で

あ
り
な
が
ら
も
己
と
の
戦
い
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
孤
独
や
不

安
が
付
き
ま
と
う
。
し
か
し
、

彼
女
た
ち
は
１
人
で
は
な
く
１

つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
戦
い
に
挑

ん
だ
。
全
員
で
１
つ
の
夢
を
追

い
か
け
、
全
員
で
戦
い
抜
く
。

ま
さ
に
上
原
組
が
目
指
し
て
き

た
姿
が
体
現
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ

た
。「
今
ま
で
で
１
番
い
い
も
の

が
出
来
上
が
っ
て
い
た
」（
上

原
）。
彼
女
た
ち
が
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
は
次
世
代
へ
と
継
承

さ
れ
、
第
65
代
が
王
座
奪
還
を

果
た
す
。�

 【
西
村
早
智
】

一
致
団
結
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